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問　

性
別
に
関
わ
ら
ず
好
き
に
な
る

性
の
尊
重
は
重
要
。
ジ※

ェ
ン
ダ
ー
平

等
社
会
実
現
に
向
け
、
同
性
パ
ー
ト

ナ
ー
（
共
同
生
活
す
る
人
）
と
認
め

る
「
宣
誓
制
度
」
を
導
入
す
べ
き
。

答　

導
入
に
向
け
検
討
し
た
い
。

問　

子
育
て
支
援
等
の
観
点
か
ら
子

ど
も
医
療
費
無
料
化
を
中
学
生
ま
で

か
ら
18
歳
年
度
末
ま
で
に
拡
大
を
。

答　

入
院
費
は
２
０
２
１
年
度
か
ら

の
実
施
を
検
討
中
。
通
院
費
は
経
費

の
面
か
ら
す
ぐ
の
実
施
は
で
き
な
い
。

問　

公
立
園
と
同
様
に
、
一
歳
児
保

育
で
園
児
４
人
に
保
育
士
１
人
の
配

置
を
す
る
民
間
保
育
園
に
補
助
金
を

交
付
し
て
い
る
。
来
年
度
に
認
定
こ

ど
も
園
が
開
設
予
定
だ
が
、
現
在
の

要
綱
で
補
助
金
の
対
象
に
な
る
の
か
。

答　

要
綱
を
改
正
し
、
対
象
と
す
る
。

問　

同
じ
よ
う
に
保
育
す
る
小
規
模

保
育
事
業
の
み
が
補
助
金
の
対
象
外

と
な
る
。
併
せ
て
改
正
が
必
要
で
は
。

答　

現
在
は
改
正
す
る
考
え
は
な
い
。

問　

加
齢
に
よ
る
難
聴
は
認
知
症
の

要
因
の
ひ
と
つ
。
早
期
の
補
聴
器
使

用
は
予
防
に
有
効
。
購
入
に
補
助
を
。

問　

市
有
財
産
の
現
状
は
。

答　

土
地
79
万
６
千
625
㎡
。
内
訳
は
、

行
政
財
産
75
万
４
千
514
㎡
。
普
通
財

産
４
万
２
千
111
㎡
。
建
物
面
積
は
15

万
８
千
921
㎡
。

問　

普
通
財
産
の
利
活
用
状
況
は
。

答　

事
業
用
・
公
民
館
・
ご
み
集
積

所
や
職
員
駐
車
場
に
利
活
用
。

問　

有
効
活
用
上
の
課
題
、
対
策
は
。

答　

不
成
形
、
20
㎡
以
下
の
狭
小
地

の
活
用
が
困
難
。
駐
車
場
管
理
事
業

者
に
相
談
し
、
提
案
を
受
け
て
い
る
。

問　

普
通
財
産
の
新
林
町
平
草
に
あ

る
「
機
織
池
」
は
、
悪
臭
と
蛾
の
異

常
発
生
な
ど
永
年
劣
悪
な
環
境
に
あ

る
。
所
有
権
を
持
つ
市
の
対
応
は
。

答　

過
去
の
経
緯
と
し
て
所
有
権
の

帰
属
問
題
、
売
却
問
題
に
起
因
す
る

買
戻
し
時
に
町
内
会
名
義
で
は
購
入

で
き
な
い
た
め
知
立
市
名
義
で
購
入
。

管
理
は
新
林
町
が
行
う
事
と
約
束
し

た
。
丁
寧
に
説
明
し
理
解
さ
れ
て
い

る
。

問　
「
機
織
池
」
の
有
効
活
用
と
し

て
地
元
か
ら
防
災
機
能
を
備
え
た
防

災
公
園
整
備
を
要
望
。
市
は
防
災
拠

答　

今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

問　

介
護
施
設
の
職
員
不
足
は
深
刻
。

夜
勤
手
当
補
助
な
ど
市
と
し
て
の
処

遇
改
善
・
人
材
支
援
が
必
要
で
は
。

答　

引
き
続
き
、
検
討
課
題
と
す
る
。

問　

介
護
保
険
会
計
の
大
幅
な
基
金

積
立
は
問
題
。
来
年
度
の
８
期
計
画

は
保
険
料
を
値
上
げ
す
べ
き
で
な
い
。

答　

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

点
に
指
定
し
な
い
と
し
て
防
災
施
設

を
全
て
排
除
。
知
立
市
南
部
の
防
火
、

給
水
な
ど
防
災
体
制
は
大
丈
夫
か
。

答　

機
織
池
一
体
の
消
防
水
利
、
災

害
時
の
給
水
拠
点
は
南
小
・
中
学
校

が
地
域
防
災
計
画
に
あ
り
問
題
な
い
。

問　

令
和
３
年
度
着
工
、
令
和
４
年

度
完
成
で
間
違
い
な
い
か
。

答　

地
元
の
期
待
は
理
解
。
３
～
５

年
は
掛
け
て
完
了
予
定
。

日
本
共
産
党
知
立
市
議
団
　
牛
野 

北
斗 

議
員

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現

子
育
て
・
高
齢
者
福
祉
の
充
実

民
友
ク
ラ
ブ
　
稲
垣 

達
雄 

議
員

普
通
財
産
「
新
林
町
機は

た

織お
り

池い
け

」

有
効
活
用
に
つ
い
て

答答答答

答答答答

答答答

答 答

問問問問問

問問問問問

問問

問

※生物学的性（sex）に対し、社会的・文化的につくられた性差をさす。社会的性別ともいう。

小規模保育園の様子

機織池の計画平面図
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問　

谷
田
町
内
の
資
源
ご
み
集
積
所

は
長
年
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

裏
の
市
道
上
で
収
集
さ
れ
て
い
る
が

運
用
に
問
題
な
い
の
か
。

答　

谷
田
町
内
の
資
源
ご
み
集
積
所

は
、
市
道
上
に
あ
る
。
道
路
は
、
通

行
を
妨
げ
る
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い

る
た
め
、
現
在
の
利
用
形
態
は
望
ま

し
く
な
い
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
急
速
に
進

む
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
中
、
総
理
大
臣
が
新

設
を
目
指
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
庁
に

伴
い
、
知
立
市
と
し
て
も
そ
の
よ
う

な
部
署
の
新
設
の
考
え
は
あ
る
か
。

答　

行
政
内
を
横
断
的
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
市
民
と

接
す
る
機
会
の
多
い
窓
口
を
持
っ
た

部
署
の
職
員
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
年
内
に
立
上
げ
る
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
打
撃
の
大
き
い
飲

食
店
が
使
用
す
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や

買
い
物
難
民
を
救
う
移
動
ス
ー
パ
ー

の
為
に
公
園
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

答　

法
律
を
守
っ
た
う
え
で
柔
軟
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。
安
心
・
安
全

を
確
保
し
て
使
っ
て
ほ
し
い
。

問　

全
国
的
に
加
入
率
が
低
下
し
て

い
る
町
内
会
だ
が
消
滅
し
た
と
き
の

防
犯
・
防
災
に
対
す
る
危
険
性
は
。

答　

防
災
面
で
は
指
定
避
難
所
の
運

営
は
市
だ
け
で
は
困
難
な
た
め
必
要

不
可
欠
。
共
助
の
部
分
が
欠
け
て
し

ま
う
た
め
大
き
な
影
響
が
あ
る
。
防

犯
面
で
は
一
人
一
人
の
意
識
や
物
理

的
な
対
策
が
最
後
の
砦
と
し
て
重
要
。

問　

も
し
も
、
資
源
ご
み
集
積
所
で

あ
る
市
道
に
隣
接
す
る
土
地
の
所
有

者
か
ら
開
発
申
請
が
提
出
さ
れ
た
場

合
、
許
可
す
る
の
か
。

答　

市
街
化
区
域
内
で
の
建
築
行
為

は
建
設
敷
地
500
㎡
未
満
で
あ
れ
ば
、

接
道
要
件
と
し
て
、
市
道
に
接
続
し

て
い
れ
ば
建
築
が
可
能
。

問　

昨
年
度
も
谷
田
町
内
会
よ
り
資

源
ご
み
集
積
所
の
変
更
要
望
が
提
出

さ
れ
て
い
る
が
。

答　

谷
田
公
園
の
一
部
が
利
用
で
き

な
い
か
と
い
う
相
談
を
受
け
た
が
、

都
市
公
園
法
で
規
定
が
あ
り
設
置
は

難
し
い
。

問　

市
道
へ
の
設
置
が
好
ま
し
く
な

い
、
公
園
に
設
置
し
た
く
な
い
、
で

は
谷
田
町
内
に
資
源
ご
み
集
積
所
が

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
に
な
る
の
で
は
。

答　

資
源
ご
み
集
積
所
は
、
良
好
な

市
民
生
活
に
必
須
の
施
設
で
あ
り
、

課
題
を
早
急
に
解
決
す
る
必
要
が
あ

る
。
地
元
と
知
立
市
の
関
係
部
署
が

話
し
合
い
、
最
善
の
答
え
を
早
急
に

出
し
て
い
く
。

地
域
住
民
同
士
が
つ
な
が
り
を
持
ち

情
報
共
有
す
る
こ
と
で
防
犯
意
識
を

高
め
犯
罪
防
止
に
効
果
を
生
む
。

問　

市
長
の
町
内
会
へ
の
思
い
は
。

答　

町
内
会
の
区
長
、
役
員
に
は
日

頃
の
尽
力
に
対
し
感
謝
し
て
い
る
。

各
町
内
の
区
長
に
寄
り
添
っ
て
、
な

り
手
不
足
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

取
り
組
み
た
い
。

市
政
会
　
中
島 

清
志 

議
員

谷
田
町
資
源
ご
み
集
積
所
の

問
題
に
つ
い
て

市
政
会
　
山
田 

圭 

議
員

コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
る

知
立
の
未
来

答

答答答

答答答

答

問

問問問

問問 問

問

資源ごみ集積所（谷田町）
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トピックス

「知立市税条例の一部を改正する条例」に対する附帯決議

資本金等の額が 1 億円を超える法人に対して適用している法人市民税のうち、法人税割部分の超過課税の適用期限
をこのコロナ禍の厳しい社会情勢にあっての令和８年３月３０日まで５年間延長することに当たり、対象となる企
業へ丁寧な説明を行い、施策の目的に対する十分な理解を得ることが不可欠であり、併せて更なる良好な関係確立
が不可欠であると考えます。

説明責任
及び

課税期間

市民へ
超過課税制度に関する説明を市のホームページ等で広く市民に公表すること。
こちらをご覧ください
https://www.city.chiryu.aichi.jp/kurashi/zei/6/1608263099527.html

企業へ

具体的な事業計画等の説明を十分に行うこと。及び、超過課税の導入目的である、
「知立駅付近連続立体交差事業及び知立駅周辺土地区画整理事業の早期実現」のた
めに特定の企業に負担をお願いするに当たり、長期にわたって負担をかけ続ける
ことは好ましくないため、適用期限の令和８年３月３０日で当該超過課税を終了
とすること。

令和2年度知立市一般会計補正予算に係る新型コロナウイルス感染症対策事業の概要

事業名 予算額（千円）

1 災害ボランティアセンター感染症対策事業 733

2 もやいこハウス感染症対策事業 226

3 タブレット端末を用いた議会運営等事業 13,158

4 確定申告会場に係る感染症対策事業 31

5 家屋調査業務に係る感染症対策事業 37

6 公用車購入事業

税務課 1,329

福祉課 1,255

健康増進課 1,069

7 障害福祉サービス事業者 PCR 等検査費補助事業 1,200

8 地域生活支援事業所の受入体制強化事業
817

うち一般財源額 205

9 一時保育システム改修事業 1,721

10 新しい生活様式に合わせた環境改善事業
16,249

うち一般財源額 15,949

11 介護サービス事業者 PCR 等検査費補助事業 1,800

12 感染症拡大防止対策環境整備事業 1,552

13 医療機関等支援事業 8,500

14 事業者向け補助金等申請サポート事業【増額】 1,200

15 修学旅行キャンセル料等支援事業 768

16

新しい生活様式に合わせた環境改善事業

猿渡公民館及び知立文化広場 3,345

17 市民体育館 3,214

18 図書館及び歴史民俗資料館 717

19 図書館感染症拡大防止対策環境整備事業 149

1 ～ 19 の新型コロナウイルス感染症対策事業に係る事業費 59,070

　知立市税条例の改正の重要性に鑑み、市への的確な対応を求め議員提出議案として附
帯決議案を決議しました。内容は以下の通りです。

　12月議会で明らかになった新型コロナウイルス感染症対策事業の概要について以下の
通り紹介します。


